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１．背景と目的 

現在，わが国では道路ネットワーク計画の在り方が見直されている．本来，幹線道路は長距離を移動する

通過車 両，街路は都市内を移動する車両，生活道路は歩行者等が利用の主体であるように，利用主体がそれ

ぞれの目的に沿った機能階層の道路を使用すべきである．しかし，生活道路における通過交通による交通事

故の発生や交通の集中に代表されるように，その道路が持つ本来の役割とは異なる目的での道路の使用が問

題となっている．松本 1)の研究では，都市内における階層別道路の安全性の関係を把握することができた．

しかしながら車両のトリップ特性が考慮されていないため道路の利用のされ方については明らかにされてい

ない．そこで本研究では ETC2.0 プローブ情報を活用してトリップ特性別の各道路階層のヒヤリハット率を

求め，トリップ特性が各道路階層のヒヤリハット率にどのような影響を与えるのかを明らかにすることを目

的とする． 

２．トリップ特性別の道路機能階層性別のヒヤリハット率の算出  

本研究は香美市都市計画区域を対象地域として，トリップ特性を対象地域の内のみを走る車両（内内）、対

象地域の内から外に走る車両（内外），対象地域外から内に走る車両（外内），対象地域を通過する車両（外外）

の４つに分類した．また本研究では，松本の研究にならいヒヤリハット率を以下の式(1)より求め，トリップ特

性別に道路階層別のヒヤリハット率を求める． 

ヒヤリハット率(件/km)=ヒヤリハット件数(件)/プローブ総走行距離(km) (1) 

ETC2.0 プローブ情報の走行履歴情報には，緯度経度，走行速度が

200m 走行した時点または進行方向が変化した時点で蓄積され，点列デ

ータとして格納されている．同様に挙動履歴情報には，緯度経度，前

後加速度が含まれており，前後加速度が-0.25G の閾値を超えたときの

ピーク値が蓄積される．式(1) の「プローブ総走行距離」は，走行履歴

情報の点間距離を算出し，対象期間中に対象範囲内で取得された全て

のプローブ情報について合計した総走行距離である「ヒヤリハット件

数」は，対象期間中に対象範囲で発生した急制御挙動（挙動履歴情

報内の-0.3G 以下の前後加速度）の発生件数である．また，階層別

の道路データは香美市都市計画マスタープランを参考に作成した．

（図１） 

道路階層別のヒヤリハット率の算出の結果は図２に示す．生活道路に

おけるヒヤリハット率が全てのトリップ特性において最も高い値を示す

ことが確認できた。次にトリップ特性ごとに回帰分析を行い，道路階層

が低くなるにつれてどのようにヒヤリハット率が変動するか確認し

た．(図３)どのトリップでも階層が低くなるにつれてヒヤリハット率が

高くなる傾向があり，特に外外のトリップにおける生活道路のヒヤリハ

ット率は他の道路階層よりも特に高いことが確認できた。 

図 1 香美市都市計画区域の道路階層 

図２ 道路階層別のヒヤリハット率 
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また広域幹線道路におけるヒヤリハット率は内内のトリップが最も

高い値を示した．広域幹線道路は長距離の移動を前提に作られてい

るため，都市内のみを移動する内内のトリップは広域幹線道路の利

用に適していない．これらの結果からヒヤリハット率が上昇する原

因として，道路階層の低さに加えて，内内のトリップをする車両に

よる広域幹線道路の利用や外外のトリップをする車両による生活道

路の利用のように，それぞれのトリップ特性を持つ車両が道路の正

しい利用をしていないことが影響していると考えられる． 

 

３．ポアソン回帰を用いたヒヤリハット率の評価 

(1) ポアソン回帰分析の概要 

本研究では，トリップ特性が道路階層別のヒヤリハット率にどのような影響を与えるのかを把握するため

に，1 リンクを 1 サンプルと定義とし，ヒヤリハットが生じたリンクのヒヤリハット率を被説明変数，そのリ

ンクが属する道路階層のダミー変数を説明変数としてポアソン回帰を用いて分析した．モデルはトリップ特

性の４つを構築した．この分析結果からトリップ特性別にどの道路階層でヒヤリハットが生じやすいかを考

察する。結果は表１に示す。 

 

(2) 分析結果 

 生活道路における変動係数は P 値が有意である全てのトリップ特性において正の値を示した．これは全て

のトリップ特性で階層の低い生活道路を走ることでヒヤリハット率が高まることが推察される．道路階層が

低くなるにつれてヒヤリハット率が高まるのは松元の研究でも確認されていたが，内内，内外のトリップに

おいては広域幹線道路における係数が正の値で，さらに両トリップとも生活道路よりも高い値を示している

ことから，内側を起点とするトリップでは階層が高い道路でも生活道路のような階層の低い道路よりヒヤリ

ハット発生リスクが高まることが確認できた． 

４．おわりに 

本研究では香美市都市計画区域内を対象としてトリップ特性が各道路階層のヒヤリハット率に与える影響

を明らかにするために，トリップ特性毎に各道路階層のヒヤリハット率を求め、ポアソン回帰分析をした．分

析の結果，内内，内外のような内側を起点にするトリップは道路階層が高くても事故リスクが高まることを示

し，外外のトリップは生活道路のヒヤリハット率の上昇に影響を与えることを示した．通過交通の生活道路に

おけるヒヤリハット発生リスクの施策として，抜け道の利用の規制や生活道路においてスピードの注意喚起

板を増やし安全運転を意識させることが必要だと考える． 
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変動係数 P値 変動係数 P値 変動係数 P値 変動係数 P値

切片 -0.9592 0*** -0.8322 0*** -1.8357 0*** -1.2069 0***

広域 1.07 0*** 0.9752 0*** -0.9498 0.317 0.3322 0.406

幹線 -1.5669 0.001** -1.6188 0*** -0.7938 0.14 -1.4472 0.005**

補助 -1.0836 0.009** -0.7138 0.019* -0.6639 0.244 -0.9323 0.068*

生活 0.6213 0.004** 0.5252 0.003** -0.5718 0.16 0.8405 0.001**

サンプル数

*：0.05，**：0.01，***：0.001

内内 内外 外内 外外

126 130 100 110

図３ トリップ特性別のヒヤリハット率 

表１ ポアソン回帰分析の解析結果 
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